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2024 年度川淵賞受賞論文の概略とお礼 
 

北里大学医学部脳神経外科 
半田 肇 

 
この度 2024 年度川淵賞という大変名誉ある賞を賜りまして、小児脳神経外科学会の関係

者の皆様並び選考委員の皆様には心より深く感謝を申し上げます。 
今までの人生で表彰を受けたという経験はほとんどなく、自身が日々志している脳神経

外科領域で表彰いただけたことを大変嬉しく思っております。 
今回、投稿させていただいた論文は中脳実質内神経膠腫に対してモニタリングとニュー

ロナビゲーションを活用し、occipital transtentorial approachによって安全に中脳実質内神
経膠腫を摘出する方法を報告したものです。 
中脳実質内腫瘍をはじめとした脳幹部腫瘍に対する手術は、重要な機能が密に存在して

いることから摘出に伴って症状の増悪や意識障害などの重篤な合併症をきたすリスクを有
する難易度の高いものです[2]。特に錐体路障害による運動麻痺は患者本人の生活だけでな
く、その家族全体の人生に大きな影響を及ぼします。しかしながら、そのようなリスクを背
負いながらも境界鮮明な低悪性度神経膠腫では摘出により完全寛解が得られたとの報告も
あり、神経症状を悪化させない可及的摘出には大きな意義があると考えます[4]。 
摘出に際しては術前の画像で腫瘍の性状や境界、錐体路との位置関係を正確に把握し、本

当に摘出可能であるか判断する必要があります。Cavalheiro らは中脳実質内腫瘍の手術適
応、アプローチ方法を決定する際に中脳病変を解剖学的に ventral, central, dorsal の 3つに
分類しています。特に dorsal type は Exophytic tumors であることが多く、摘出に適してい
ます [1]。アプローチ方法としては occipital transtentorial approach, supracerebellar 
infratentorial approach などがあがります。今回、我々が行った occipital transtentorial 
approach は中脳背側部腫瘍だけでなく、松果体・視床・側頭葉内側及び下面と応用性の高
い方法です[3]。 
摘出の際には術前の tractography で腫瘍と錐体路の位置を事前に理解し、術中には経頭蓋

運動誘発電位によるモニタリングと直接電気刺激による錐体路のマッピングを行い、錐体路
を障害しないように腫瘍摘出を行います。眼球運動など錐体路以外の神経モニタリング、マ
ッピングに関してはまだ実用化できるような方法はなく、今後の課題であると考えます。 
合併症を起こすことなく、病変が摘出され、無事に成長して就職や家庭を持つことがで

き、それを外来で私たちにご報告していただける喜びは小児脳神経外科の魅力であると考
えます。 
最後になりますが、今回の論文の作成を含め日々の臨床で熱く叱咤激励して下さってい

る隈部俊宏教授、柴原一陽先生、教室の諸先輩と同朋に心より御礼申し上げます。今後も努
力を怠らず、後世に残せるような成果を残せるように精進していく所存です。この度はこ
のような機会をいただきにありがとうございました。 

（2024 年 7 月 25 日） 
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